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 唐居敷
か ら い し き

の据付
すえつけ

位置と高さを合わせ、中央柱の

下にある唐居敷
か ら い し き

（石製）を据付

ました。

尾垂木
お だ る き

補修 1

割れてしまった箇所に新材を
貼り付け補修しました。

尾垂木
お だ る き

補修 2

柱の角
かど

に差
さ

さるためこのような

形に加工してあります。蟻枘穴
ありほぞあな

が近くにあるため、角
か く

木栓
もく せん

を打

ち込み補強しました。

ここの部材です

（公募写真）

（木鼻の仮組状況）

ここの部材です

角木栓
かくもくせん

蟻
あり

枘穴
ほぞあな

胴付
どうづき

の角度を45度にして柱の

角に合うように加工している。

柱に対して45

度から差さるた

め、胴付
どうづき

が斜め

に加工してあり

ます。
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 丸桁
がぎ ょう

の補修1

倒壊時に割れてしまった丸桁
がぎ ょう

の端部
た ん ぶ

を新材に置き換え補修

しました。

 丸桁
がぎ ょう

の補修2

ほとんどの丸桁
がぎ ょう

が同じように割

れていました。

上層大桁
おおげた

の補修

倒壊時の割れや欠け、キズを

埋
う

め木
ぎ

や矧木
は ぎ き

、接着剤貼り付

けを行い補修しました。

太枘

ここの部材です

ここの部材です
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新工法の柱の継木
つ ぎ き

1

残り7本の柱の継木を先月から
引き続き行い、継木を予定して
いた10本の柱、すべての継木
を完了しました。

新工法の柱の継木
つ ぎ き

2

接着剤が固まったものから、接
着剤の漏れ防止用のシーリン
グ材をはがしました。

上層隅木
す み ぎ

の補修状況

小屋内
こ や な い

部
ぶ

の束
つか

に差
さ

さる枘
ほぞ

が倒

壊時に折れてしまったので、新

材で新たに作りました。車知栓
し ゃ ち せ ん

を打ち込み、固定しました。

太枘

(公募写真)

ここの部材です

車知栓
し ゃ ち せ ん
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 下層隅木
す み ぎ

補強1

倒壊によって折れてしまった隅
すみ

木
ぎ

を補強しました。強度が期待

できない白太
し ら た

部分を取り除き赤
あか

身
み

の新材に置き換えました。

 下層隅木
す み ぎ

補強2

接合前の状態です。置き換え
た部材がずれないようにシアプ
レートという金具を挟み込みま
した。

 下層隅木
す み ぎ

補強3

接着剤を塗って張り合わせ、ボ
ルトで締め付けました。今後
は、さらに鋼板を取り付ける補
強を行います。

シアプレート(鉄

新材

古材

シアプレート

ﾎﾞﾙﾄ締め
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 地覆
じ ふ く

据付
す え つ

け1

地覆
じ ふ く

を礎盤
そ ば ん

に光
ひかり

付
つ

け、据付け

ました。

 地覆
じ ふ く

据付
す え つ

け2

光
ひかり

付
つ

けとは、取付く場所の形を

写し、加工することを言いま

す。

　礎盤
そ ば ん

の曲面通りに地覆
じ ふ く

が加

工され、地覆
じ ふ く

と礎盤
そ ば ん

がピシャリと

据付けられました。

素屋根
す や ね

内状況

素屋根3階より撮影（1月）。

ここの部材です

継木を完了した7本の柱

（公募写真）

地覆
じ ふ く

礎盤
そ ば ん
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